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1.　はじめに

本連載では，3回にわたって世界における「ソー
シャルラーニング」の最新動向をお伝えする．
「ソーシャルラーニング」とはそもそも何を指す
のであろうか？単純に Facebookや Twitterなどの
ソーシャル・ネットワーキングサービス (SNS)を使
うことではないかと考えた読者の方もいらっしゃる
かもしれないが，これらはソーシャルラーニングを
生み出すことを促進してくれるツールであり，ソー
シャルラーニングの本質ではない．
ソーシャルラーニングの起源は，1954年に社会

学，行動心理学における最新の領域としてジョン・
デューイによって提唱された理論だと言われてい
る．初期のソーシャルラーニング理論は，他人の模
倣を通じた社会的に適切な行動の学習という面に
フォーカスしていた．しかし，他人と学びを共有す
るためのツールが爆発的に増えている現在，ソー
シャルラーニングという言葉の意味合いはより幅広
く定義すべきである．ほかの人の頭の中から有用な
知識やスキルを集めてきて，自分の頭の中の知識を
アップデートし，同じ目的や価値観を共有するコ
ミュニティのなかで自分が得た学びをほかの人に伝
達していくことにより，「学びの放流」を引き起こ
す．これら一連のプロセスこそが，高度なテクノロ
ジーが大衆の手に渡った 21世紀における「新しい
ソーシャルラーニング」の本質である［1］．
それを踏まえたうえで，連載第 1回となる今回は

「発展途上国におけるスマートフォンを使ったソー
シャルラーニングの可能性」について執筆する．ア
ジアやアフリカなどの発展途上国においては，公的
な教育システムがいまだに十分に発達していないた
めに，多くの子どもが「高度な教育を受けてより高

度な知識やスキルを要する仕事に就く機会」を奪わ
れている．しかし，スマートフォンを活用したソー
シャルラーニングを促進することで，公的教育シス
テムの未熟さを補完し，豊富な情報とより幅広い人
生の選択肢へのアクセスをより多くの子どもに提供
することができる可能性があるのだ．

2.　発展途上国におけるモバイル端末の急速な
普及

発展途上国における教育を語るうえで，今やス
マートフォンというキーワードを避けることはでき
ない．図 1のグラフは世界のモバイル端末契約数の
推移のグラフである．世界の人口と固定回線契約者
数のグラフが表示されているが，それと比較すると
モバイル端末の爆発的な普及速度が際立っている．
このグラフは，世界銀行が発行した “Learning 

for All: Investing in People’s Knowledge and Skills to 
Promote Development”という冊子に掲載されてい
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たものである．これは，すべての子どもや若者に健
康で，生産的な生活を送り，意義のある仕事を得る
ために必要な知識やスキルを獲得できるような教育
を保障するための，2020年までの世界銀行の教育
戦略をまとめた冊子である．このような冊子におい
てモバイル端末契約数の推移のグラフが掲載されて
いる理由は，まさに「モバイル端末の急速な普及が，
発展途上国の教育事情を変えるかもしれない」から
である［2］．
「モバイル端末が普及しているといっても，アフ
リカなどではスマートフォンのような高機能な端
末はほとんど出回っていないのでは？」と感じる
読者もいるだろう．その疑問についても，データ
を示しておきたい．eLearning Africaが 2013年 4月
4日に発表したニュースによれば，アフリカにおけ
る 2000年以来のスマートフォン端末数の年平均増
加率は 43%にものぼり，国によって大きく異なる
ものの，アフリカ全体としてのスマートフォン普
及率は既に 17～ 19%と推測されている．さらに，
2014年までにはアフリカのモバイル端末の 69%は

インターネットにアクセスできるようになると予測
されている．このような急速なスマートフォンの普
及は，端末メーカー各社がシンプルな機能で安価な
スマートフォンをアフリカ市場向けにカスタマイズ
して投入していることによる［3］．
これらの数字を見れば，「スマートフォンのよう
な端末はアフリカなどの発展途上国では一般市民の
手に届くものではない」という考え方はもはや通用
しないということがご理解いただけるのではないだ
ろうか．これから考えるべきは，「アフリカなどの
発展途上国のスマートフォンユーザーはどのような
学びのツールを求めているのか」ということである．

3.　「モバイル」「インフォーマルラーニング」
がキーワード

発展途上国の若者の生活の現状と，彼らの学
習ニーズを知るうえで重要なレポートを，マス
ターカード財団とGSMAが共同で発行している．
“Shaping The Future̶Realising the potential of in-
formal learning through mobile”と題するこのレポー
トは，2012年 5月にベナン共和国で開催された
eLearning Africaというカンファレンスで発表され
た．ガーナ，モロッコ，ウガンダ，インドのマハー
ラーシュトラ州の 1,200人の若者にGSMAの研究
員が実地でヒアリングを行うことで，モバイル技術
が彼らの将来の目標を達成するためにどのように役
立つかを明らかにしようという，意欲的なレポート
である．
この中から，特に興味深いデータを四つ示したい．
(1)教育は，家族 (53%)と健康 (45%)に次ぐ「人

生における三つの最優先事項」のうちの一つとして
39%の調査対象の若者が挙げた

(2)「学校の教室」が主要な情報源であると答え
たのは調査対象の若者の 4分の 1のみで，「TV」の
43%，「友人や家族」の 41%に比べて非常に少な
かった

(3)インターネットにアクセスできる環境がある
若者のうち，「モバイル端末を使ってインターネッ
トを使ったことがある」のは 50%で，インターネッ
トを使ったことがない若者でも 60%は「インター
ネットを使ってみたい」と回答した

(4)調査対象の若者の 63%は，基本的な機能しか図 2　goocusトップページ
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持たないモバイル端末を使ってでさえ学ぶことがで
きると回答し，モバイルデータ通信やビデオコンテ
ンツを見せると彼らはさらにモバイル端末の可能性
に関心を寄せた［4］．

(1)からわかることは，発展途上国においても質
の高い教育を受け，仕事に使える知識やスキルを身
につけることは重要視されているということであ

る．公的教育システムの整っていない発展途上国で
も，「社会的階段」として教育が機能することを願っ
ている若者は多いのだろう．

(2)からわかることは，発展途上国において公的
教育システムからドロップアウトした若者も多く，
またドロップアウトしていないとしても，学校でそ
れほど高度な教育は望めないということである．そ
の分，友人や家族，TVなどからインフォーマルな
形で得る学びのほうが，彼らにとって有意義なもの
なのである．

(3)からわかることは，インターネットにアクセ
スできるスマートフォンのような端末を持っていて
も，インターネット利用料金の高さゆえに使うこと
ができない若者が少なくない数存在するということ
である．

(4)からわかることは，モバイルデータ通信や，
ビデオコンテンツなどのインターネットを活用した
モバイルラーニングに対する若者の関心は高いとい
うことである．
まとめると，「モバイル端末を活用して友人や家
族とともに学ぶインフォーマルラーニングを，テキ
ストや動画などを使って行う」ことが，発展途上国
の若者が学びのツールに求めていることであると言
える．

4.　ウィキペディアを使ってソーシャルな学び
を実現するアプリ，goocus

われわれキャスタリア株式会社は，「モバイル」と
「ソーシャル」という二つのキーワードでの学び方を図 3　goocus個人ページ

図 4　Mapping Wikipedia
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追求している．スマートフォンを使ったソーシャル
な学びを実現する最適解としてわれわれが 2012年 4
月にリリースした iOS/Android端末向けのアプリが
goocus（呼称：グーカス）である．

goocusのコンセプトは，「ウィキペディアの検索
を履歴として蓄積し，それを友だちと共有すること
で，学びの循環を生み出そう」ということである．
インターネット上に星の数ほどあるコンテンツの中
からわれわれがウィキペディアを選んだ理由は，イ
ンターネットの検索エンジンを使う人ならウィキペ
ディアを使わない人はいないであろうというほど
にウィキペディアが普及しているからだ．さらに，
オープンソースで誰でも更新できるので，最新の情
報に絶えずアップデートされ，間違いがあっても訂
正される可能性も高い．まさに，21世紀における
知恵の宝庫とも言える．
しかし，ウィキペディアの検索という行為を「学
習」と考えている人は，これまでほとんどいなかっ
ただろう．われわれは，これを「学びの第一歩」と
とらえることで，学びのハードルを下げ，人々が日
常的に学びを積み重ねることができるようにするこ
とを目指した．
図 2が goocusのアプリのトップページである．
ここからは，キーワード検索とGPSを使ったロケー
ション検索ができるのと同時に，自分と友だちの検
索履歴が一覧で表示され，関心を持った記事には
タップだけで飛ぶことができる．
図 3が goocusのアプリの個人ページである．こ
こでは，職業，学歴，興味などのプロフィール情報
が見られると同時に，自分の検索履歴を一覧するこ
とができる．将来的には，「職業」や「学歴」，「興味」
などのキーワードに当てはまる人のタイムラインを
表示することができる機能を実装する予定である．
そうすることで，自分の関心のあるクラスタの人々
がどのようなキーワードを学習しているのかがわか
るようになる．換言すれば，自分の「学びのロール
モデル」を見つけることができるようになるのだ．
ここで goocusを紹介した理由は，goocusが「発

展途上国における学習」というコンテクストにおい
て，大きな可能性を秘めているからである．

5. 　発展途上国におけるウィキペディアへの無
料アクセスを提供するプロジェクト，Wikipe-
dia Zero

ウィキメディア財団は，発展途上国においてデー
タ通信料無料でウィキペディアへのアクセスを可能
にしようという取り組み，Wikipedia Zeroを実施し
ている．ウィキペディア自体は完全無償で提供され
ているが，発展途上国の人々がウィキペディアの知
識にアクセスするうえで最大の障害となっているの
が，データ通信のコストである．ジオロケーション
タグのついたウィキペディアの記事をマッピングす
るMapping Wikipediaというページを見ると，発展
途上国におけるウィキペディアの記事数は先進国に
比べて非常に少ないことが見て取れる［5］（図 4）．
そこで，ウィキメディア財団はモバイルキャリアと
提携して，データ通信量無料でウィキペディアにア
クセスできるようにする取り組みを始めたのであ 
る［6］．
われわれは，このWikipedia Zeroに参加してい
るヨーロッパのモバイルキャリアと提携し，goocus 
for Wikipedia Free Accessというプロジェクトをア
フリカ各国で実施する予定である．フリーアクセス
版の goocusアプリからウィキペディアの記事にア
クセスすれば，データ通信量無償でアクセスするこ
とができるようにするというプロジェクトである．
このプロジェクトは三つの意義を持っている．一
つ目に，発展途上国におけるウィキペディアユー
ザーの増加が期待される．データ利用料金が無料に
なるのでウィキペディアへアクセスするユーザーが
増え，さらに goocusが友だちとのあいだで学びの
循環を生み出すので，発展途上国におけるウィキペ
ディアユーザーを加速度的に増やすことができる．
二つ目に，ユーザー増加により，正確な情報がより
迅速に更新されることが期待される．ユーザー全員
がウィキペディアの記事の執筆者となるわけではな
いが，ウィキペディアのユーザーが増えることは直
接的に潜在的記事執筆者の増加を意味している．そ
れゆえ，正確な情報がより迅速に更新され，多様な
言語の記事も増えることが期待される．三つ目は，
記事の質の向上によりウィキペディアの信頼性が高
くなり，ウィキペディアの持続的な発展が可能とな
ることである．
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これが，「モバイル端末を活用して友人や家族と
ともに学ぶインフォーマルラーニングを，テキスト
や動画などを使って行う」ことを学びのツールに求
める発展途上国の若者のニーズに対して，われわれ
が提示することができる答えの一つである．

6.　おわりに

goocusが検索対象とするコンテンツはウィキペ
ディアの記事のみであるが，われわれはウィキペ
ディアに限らず，テキスト，音声，動画，クイズな
どさまざまなフォーマットのコンテンツを学ぶこ
とができるように改良した goocus proというアプ
リを先般リリースした．goocus proは企業内の学び
を促進することを目的とした B2B向けのプラット
フォームであるが，将来的にはこの機能を B2C向
けの goocusにもフィードバックすることを考えて
いる．
さらに，発展途上国向けの動画コンテンツの提供
という取り組みとして，われわれが資本提携してい
る学校法人信学会と共同で開発しリリースしたアプ
リ Recoponがある．これは，手描きと音声を簡単
に録画して，黒板授業風の解説動画やプレゼンを作
成することができるアプリである．このアプリで
作られる動画はHTML5と Flashに対応しており，
iOS/Android端末やMac，Windowsなどマルチデ
バイスで再生できる．さらに，動画のファイルサイ
ズを従来の同様のコンテンツに比べて半分程度まで
小さくすることで，3G回線や，発展途上国の小さ
い帯域幅の回線においても再生可能な動画を作成す
ることができる．このような取り組みは，発展途上
国における「学習」の幅を大きく拡大させることが
できる．
発展途上国におけるスマートフォンの普及は，発
展途上国における「教育，学習」の仕方を大きく変
え，現在質の高い教育に手の届かない多くの若者に
学びの機会を提供することになることは間違いな
い．
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